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一
　
は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
一
五
六
二
年
に
倭
寇
に
よ
り
拉
致
さ
れ
、
薩
摩
の
南
林
寺
で
三

年
間
滞
在
し
た
後
に
帰
国
し
た
中
国
文
人
・
蔡
景
榕
の
著
作
『
海
国
生
還
集
』
を
紹

介
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
に
は
福
建
師
範
大
学
図
書
館
所
蔵
の
道
光
二
十
八
年

（
一
八
四
九
（
刻
本
（
以
下
、
福
建
本
（
と
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
（
写
本
（
以
下
、
東
大
本
（
が
存
在
す
る
。
筆
者
は
福
建
本
を
底
本
と

し
た
中
国
語
注
釈
本
を
台
湾
秀
威
出
版
で
出
版
予
定
で
あ
る
が
、
よ
り
広
範
な
読
者

層
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
考
慮
し
、
本
稿
で
は
日
本
語
読
者
を
対
象
に
、
東
大
本
の
翻
刻

お
よ
び
解
説
を
行
う
。

蔡
景
榕
は
、
い
わ
ゆ
る
倭
寇
被
虜
人
の
一
人
で
あ
る
。
被
虜
人
の
存
在
お
よ
び
そ

れ
に
関
す
る
研
究
は
、
二
十
世
紀
初
頭
か
ら
日
本
の
研
究
者
ら
（
秋
山-

一
九
三

二
、
石
原-

一
九
五
六
、
関-

二
〇
〇
二
等
（
に
よ
っ
て
網
羅
的
に
紹
介
さ
れ
て

き
（
1
（
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
繰
り
返
し
述
べ
る
こ
と
を
控
え
る
が
、
従

来
の
研
究
者
が
主
に
依
拠
し
て
き
た
史
料
が
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
や
『
明
実
録
』
な

ど
の
権
力
側
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
官
修
史
料
で
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
に
値
す
る
。

こ
の
傾
向
の
一
因
と
し
て
、
壬
辰
戦
争
（
文
禄
・
慶
長
の
役
（
期
の
朝
鮮
知
識
人
に

よ
る
被
虜
記
録
や
朝
鮮
通
信
使
の
来
日
行
録
が
存
在
す
る
一
方
で
、
倭
寇
期
の
被
虜

人
に
よ
る
個
人
的
な
記
録
は
皆
無
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
紹
介
す
る
『
海
国
生
還
集
』
は
、
倭
寇
被
虜
人
に
関
す
る

記
録
の
空
白
を
埋
め
る
貴
重
な
一
次
史
料
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

以
下
で
は
、
翻
刻
に
先
立
っ
て
、
東
大
本
の
伝
来
と
内
容
、
蔡
景
榕
本
人
の
経
歴

及
び
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
、
解
説
と
考
察
を
試
み
た
い
。

二
　
蔡
景
榕
に
つ
い
て

蔡
景
榕
の
人
物
像
は
、
万
暦
四
十
八
年
（
一
六
二
〇
（
成
立
の
明
の
文
人
・
何
喬

遠
の
『
閩
書
』
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

蔡
景
榕
字
尚
秀
、
幼
聡
穎
不
作
俗
態
。
嘉
靖
辛
酉
歳
、
被
虜
入
日
本
者
三

年
。
禿
頭
跣
足
、
吟
詠
自
如
。
有
番
僧
俊
可
憐
其
才
、
送
商
船
以
帰
。
万
暦
間

以
貢
授
興
化
訓
導
、
歴
官
香
河
・
興
国
・
随
州
、
率
以
正
大
表
儀
。
多
士
林
居

詩
酒
自
娯
、
趨
迎
不
染
所
箸
。
有
『
海
国
生
還
集
』
行
世
。

そ
の
他
、『
寧
徳
県
志
』、『
福
建
通
志
』
等
の
地
方
志
、
明
末
の
謝
肇
淛
に
よ
る

『
長
渓
瑣
語
』
に
も
、
蔡
景
榕
の
被
虜
経
験
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
三
年

夏
、
筆
者
は
蔡
氏
の
後
裔
を
訪
問
し
、『
蔡
氏
族
譜
』
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
。

そ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
蔡
景
榕
の
字
は
尚
秀
、
号
は
同
野
で
あ
る（（
（

。
福
建
寧
徳
県
の

出
身
で
、
父
蔡
三
渓
は
早
年
に
家
族
を
連
れ
て
寧
徳
城
外
に
移
住
し
商
売
を
営
み
、

史
料
紹
介東

京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵 

十
六
世
紀
中
国
被
虜
人
の
日
本
記
録
『
海
国
生
還
集
』
に
つ
い
て劉

　

洋
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修
職
郎
を
授
け
ら
れ
た（（
（

。
景
榕
は
幼
少
よ
り
詩
を
好
み
、
若
く
し
て
生
員
と
な
っ

た
。
家
譜
お
よ
び
地
方
志
な
ど
の
史
料
で
は
彼
の
生
年
月
日
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、『
海
国
生
還
集
』
の
序
文
か
ら
、
被
虜
時
に
「
年
僅
餘
廿
」
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。『
乾
隆
寧
徳
県
志
』
に
は
「
六
十
告
帰
、
卒
七
十
二
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
蔡
氏
は
万
暦
戊
戌
孟
春
（
一
五
九
八
年
一
月
（
に
隋
州
旧
書
院
で
自
序

を
執
筆
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一
五
九
八
年
か
ら
一
六
〇
二
年
の
間
に
辞
官
し
た
と

推
測
さ
れ
る
。

三
　
東
大
本
の
伝
来
と
内
容

東
大
本
（
請
求
記
号
：
二
〇
四
五-
七
（
は
全
十
九
丁
か
ら
成
り
、
原
本
の
一
部

の
内
容
の
み
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
扉
頁
に
は
「
明
治
卅
三
年
九
月 

宗
現
所
謄
写

之
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
末
尾
に
は
「
右 

海
国
生
還
集 

大
坂
市
北
区
西
寺
町
寒
山

寺
細
野
南
岳
氏
所
蔵
昭
和
三
年
八
月
写
了
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
宗
現
」
と
「
細
野
南
岳
」
は
共
に
明
治
後
期
の
日
本
臨

済
宗
妙
心
寺
派
の
僧
侶
で
あ
る
。「
宗
現
」
の
本
名
は
河
尻
宗
現
で
あ
り
、
両
者
は

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
（
に
台
湾
へ
渡
り
、
同
地
を
中
国
南
部
へ
の
布
教
拠
点
と

し
よ
う
と
試
み
、
一
八
九
九
年
十
一
月
に
は
福
州
に
赴
き
布
教
活
動
を
展
開
し
た（（
（

。

東
大
本
は
、
河
尻
宗
現
と
細
野
南
岳
の
福
州
滞
在
中
に
発
見
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
後
に
細
野
が
大
阪
寒
山
寺
住
持
と
な
り
、
写
本
も
同
寺
に
伝
え
ら
れ
た
。
一
九

二
八
年
に
史
料
編
纂
所
の
研
究
員
が
再
度
書
写
し
た
。
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
の
空
襲
で
寒
山
寺
の
書
庫
が
焼
失
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

東
大
本
が
、
現
存
す
る
日
本
唯
一
の
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

福
建
師
範
大
学
図
書
館
所
蔵
刻
本
（
以
下
、
福
建
本
（
と
比
較
す
る
と
、
東
大
本

の
内
容
に
は
当
時
の
書
写
者
に
よ
る
取
捨
選
択
が
見
ら
れ
る
。
重
刻
序
（
一
八
四
九

年
（、
原
序
文
（
一
六
〇
四
年
（、
自
序
（
一
五
九
八
年
（
は
欠
如
し
て
お
り
、
題
辞

に
関
し
て
も
、
福
建
本
は
謝
章
鋌
と
劉
家
謀
の
題
詩
に
加
え
、『
閩
書
』、『
邑
志
列

伝
』、『
長
渓
瑣
語
』、『
鶴
場
漫
志
』
の
内
容
を
収
録
し
て
お
り
、
東
大
本
は
『
長
渓

瑣
語
』
の
み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
本
文
は
福
建
本
と
同
じ
く
「
上
興
化

太
尊
銭
春
池
状
」
と
題
さ
れ
、
蔡
景
榕
の
被
虜
か
ら
帰
国
に
至
る
ま
で
の
経
緯
が
詳

述
さ
れ
て
い
る
。
続
く
「
計
開
」
で
は
日
本
の
地
理
、
文
化
、
社
会
等
の
広
範
な
情

報
が
記
録
さ
れ
、
南
林
寺
滞
在
時
の
詞
一
首
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は

「
附
記
日
本
夷
語
」
の
一
四
三
語
で
、
薩
摩
方
言
ら
し
き
特
徴
を
含
み
、
十
六
世
紀

の
日
本
語
資
料
と
し
て
高
い
価
値
を
持
つ
。
福
建
本
の
付
録
に
は
旧
作
及
び
贈
詩
一

三
五
首
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
東
大
本
で
は
、
南
林
寺
で
詠
ま
れ
た
一

首
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。

東
大
本
は
福
建
本
の
一
部
を
選
択
的
に
書
写
し
た
二
次
的
資
料
で
あ
る
が
、
本
文

と
言
語
資
料
の
大
部
分
を
保
持
し
て
お
り
、『
海
国
生
還
集
』
の
核
心
を
伝
え
る
貴

重
な
史
料
と
し
て
の
価
値
は
高
い
。

四
　
成
書
年
代
に
つ
い
て

『
海
国
生
還
集
』
の
正
確
な
成
書
年
代
は
不
明
確
だ
が
、
散
見
さ
れ
る
情
報
か
ら

推
測
が
可
能
で
あ
る
。
蔡
景
榕
は
自
序
の
中
で
執
筆
の
契
機
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

歳
壬
午
、
拜
官
興
化
、
恭
逢
太
尊
春
池
錢
公
…
聞
余
從
夷
島
還
也
、
乃
命
纂
進

土
風
…
遂
錄
之
進
標
、
曰
「
涉
夷
紀
畧
」。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
太
尊
春
池
銭
公
と
は
当
時
の
福
建
興
化
府
知
府
銭
順
徳
（
一

五
三
五
～
一
六
〇
〇
（
で
あ
る
。
そ
し
て
原
序
作
者
の
黄
巍
は
序
言
に
「
万
暦
甲
辰

又
九
月
穀
旦
（
万
暦
三
十
二
年
・
一
六
〇
四
（」
と
い
う
日
付
を
残
し
て
お
り
、
ま

た
、
蔡
景
榕
の
子
、
蔡
世
寓
が
書
末
の
附
録
に
「
万
暦
三
十
二
年
九
月
男
世
寓
謹

識
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
、
蔡
景
榕
は
一
五
八
四
年
に
最
初
の
原

稿
を
執
筆
し
、
一
五
九
八
年
に
書
稿
を
再
整
理
し
た
。
最
終
的
に
一
六
〇
四
年
九
月

に
、
蔡
世
寓
が
父
の
旧
作
お
よ
び
友
人
か
ら
の
贈
詩
を
統
合
し
、
出
版
し
た
と
推
測
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さ
れ
る
。

注（
1
（
秋
山
謙
蔵
「「
倭
寇
」
に
よ
る
朝
鮮
人
・
支
那
人
奴
隷
の
掠
奪
と
そ
の
送
還
及
び

売
買
」（『
社
会
経
済
史
学
』
第
二
巻
第
八
号
、
一
九
三
二
年 

、
八
一
一-

八
三
九

頁
（。
石
原
道
博
「
倭
寇
と
朝
鮮
人
俘
虜
の
送
還
問
題
（
一
（」（『
朝
鮮
学
報
』
第
九

輯
、
一
九
五
六
年
、
六
七-
一
〇
二
頁
（「
倭
寇
と
朝
鮮
人
俘
虜
の
送
還
問
題

（
二
（」（『
朝
鮮
学
報
』
第
十
輯
、
一
九
五
六
年
、
四
七-

八
二
頁
（。
有
井
智
德
「
十

四
・
五
世
紀
の
倭
寇
を
め
ぐ
る
中
韓
関
係
」（『
高
麗
李
朝
史
の
研
究
』
国
書
刊
行

会
、
一
九
八
五
年
、
四
二
五-

五
一
六
頁
（。 

関
周
一
「
被
虜
人
の
境
遇
と
送
還
」

（『
中
世
日
朝
海
域
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇-

五
三
頁
（。
川

越
泰
博
「
倭
寇
及
び
被
虜
人
と
明
海
防
軍
」（『
史
林
』
第
七
七
巻
第
三
号
、
一
九
九

四
年
、
四
二
六-

四
四
三
頁
（。

（
（
（
県
志
に
は
字
が
同
野
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
蔡
氏
族
譜
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
字

は
尚
秀
、
号
は
同
野
と
す
べ
き
で
あ
る
。

（
（
（
『
歴
代
紀
』（
寧
徳
市
姓
氏
源
流
研
究
会
蔡
氏
委
員
会
所
蔵
（
四
頁
、『
寧
徳
蔡
氏

福
房
支
譜
』
二
十
三
頁
参
照
。

（
（
（
日
本
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
台
湾
布
教
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。
松
金
公
正

「
日
本
統
治
期
に
お
け
る
妙
心
寺
派
台
湾
布
教
の
変
遷
―
臨
済
護
国
禅
寺
建
立
の
占

め
る
位
置
―
」『
宇
都
宮
大
学
国
際
学
部
研
究
論
集
』
第
十
二
号
、
二
〇
〇
一
年
、

一
三
七-

一
六
二
頁
、
林
欐
嫚
『
臨
済
宗
妙
心
寺
派
在
台
布
教
史
（
一
八
九
五-

一
九

四
五
（』
万
巻
楼
、
二
〇
一
九
年
。

【 

翻
　
刻 

】

凡
例

一
、
底
本
に
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
鈔
本
を
用
い
た
。

一
、
旧
字
体
・
異
体
字
は
お
お
む
ね
常
用
漢
字
に
改
め
、
読
点
を
適
宜
加
え
た
。

一
、
底
本
と
他
本
で
異
な
る
字
句
等
は
、
本
文
に
番
号
を
付
し
、
対
校
注
に
示
し
た
。

一
、
基
本
注
釈
は
割
愛
す
る
が
、
人
名
等
に
つ
い
て
は
（ 

（
を
付
し
て
示
し
た
。

海
国
生
還
集

　
　
　
　
　
　
　
明
治
卅
三
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
現
所
謄
写
之

蔡
景
榕
者
、
寧
徳
県
諸
生
也
、
頗
能
詩
。
嘉
靖
辛
酉
五
月
、
倭
破
県
城
、
擄
之
帰
。

至
西
海
道
薩
摩
州
麑
島
郡
。
髡
其
首
、
奴
使
之
、
困
若
備
極
、
求
死
不
得
。
閲
両

月
、
売
与
肥
前
州
商
、
得
銭
八
千
文
而
去
。
至
八
月
朔
、
随
往
松
源
山
南
林
寺
、
老（得

僧翁俊
可
（

俊
可
異
而
詢
之
。
景
榕
書
大
明
秀
才
示
之
。
僧
因
試
以
芙
蓉
詩
、
景
榕
援
筆
立
就

曰
「
風
来
翠
蓋
動
、
露
滴
霞
杯
濃
。
不
与
春
芳
競
、
秋
江
独
逞
容
」。
僧
乃
留
之
寺

中
、
命
録
書
経
典
及
太
平
記
、
倭
国
玉
篇
等
書
。
逾
年
、
景
榕
求
帰
甚
切
、
僧
与
眾

議
欲
妻
之
、
且
給
以
田
。
景
榕
題
雁
詩
於
便
面
曰
「
金
風
瀟
瑟
碧
天
秋
、
浅
水
平
蘆

亦
蹔
游
。
万
里
青
霄
終
一
去
、
野
鳧
無
計
漫
相
留
」。
僧
知
其
意
、
不
復
強
之
。
然

倭
頻
年
入
寇
、
無
便
可
帰
。
癸
亥
春
、
乃
潜
命
畜
発
。
甲
子
春
、
有
漳
州
通
番
舶

至
、
懇
於
僧
得
附
帰
。
聞
於
官
仍
復
書
生
、
後
以
歳
薦
。
官
至
随
州
広
文
長
溪
瑣
語

海
国
生
還
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霍
童 

同
野
蔡
景
榕
著

上
興
化
太
尊
銭（銭
順
徳
（
春
池
状
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景
榕
、
嘉
靖
辛
酉
、
県
遭
倭
陥
、
明
年
五
月
初
九
日
、
身
被
倭
擄
、
幾
見
害
。
限
三

日
贖
金
、
倉
卒
不
辦
、
值
南
風
超
、
即
駆
而
入
之
夷
矣
。
五
月
十
三
日
発
舟
、
本
月

廿
日
到
。
問
之
、
為
日
本
国
西
海
道
薩
摩
州
鹿
児
嶋
郡
也
。
賊
至
家
、
則
於
榕
髡
其

頭
、
跣
其
足
、
食
以
糠
核
、
寝
之
下
牀
。
時
六
月
溽
暑
、
早
禾
熟
、
晩
禾
正
耘
草
、

勒
与
同
事
事
。
孱
弱
力
弗
能
任
、
顧
菙
楚
之
加
、
無
奈
何
、
直
欲
求
一
死
、
而
彼
又

靳
一
刀
也
。
閲
両
月
、
則
畧
売
与
肥
前
州
客
商
、
得
銭
八
千
文
而
去
。
夫
商
人
初
未

知
榕
之
為
儒
流
也
。
明
日
、
八
月
初
一
、
随
往
松
原
山
南
林
寺
、
謁
一
老
主
持
僧
俊

可
。
蓋
倭
之
知
詩
書
者
惟
僧
、
而
人
之
所
敬
礼
者
亦
惟
僧
也
。
是
時
語
言
不
相
通
、

俱
以
書
代
言
。
求
紙
筆
、
書
「
大
明
秀
才
」
数
字
進
。
彼
以
秀
才
為
翰
林
中
人
、
未

有
不
善
訪
者
、
逮
面
試
以
芙
蓉
。
時
急
、
強
韻
以
応
之
「
風
来
翠
蓋
動
、
露
滴
霞
杯

濃
。
不
与
春
光
競
、
秋
江
独
逞
容
」。
僧
目
商
人
曰
「
是
秀
才
矣
。
我
当
留
之
寺
」。

出
銭
還
之
如
其
数
焉
。
寺
中
無
他
委
、
惟
抄
写
已
。
凡
写
有
『
太
平
記
』
、『
法
華

経
』、『
大
般
若
経
』、『
倭
国
玉
篇
』、『
大
学
』、『
中
庸
』
白
文
等
部
是
也
。
勤
慎
承

事
、
頗
為
所
愛
惜
。
僧
眾
三
十
余
人
、
称
詩
礼
者
八
九
僧
、
幸
相
視
若
弟
兄
。
然
間

嘗
以
榕
思
帰
情
達
住
持
。
住
持
曰
「
吾
得
言
於
薩
摩
州
、
俾
妻
之
、
田
産
之
、
以
安

其
心
、
慰
其
心
、
而
胡
以
思
帰
勤
也
」。
榕
聞
之
、
故
示
意
於
便
面
之
景
「
金
風
瀟

瑟
碧
天
秋
、
浅
水
平
蘆
亦
蹔
游
。
万
里
青
霄
終
一
去
、
野
鳧
無
計
漫
相
留
」。
住
持

喻
意
、
且
進
諸
僧
而
言
「
知
彼
帰
心
切
矣
。
吾
崇
仏
教
、
慈
悲
普
施
、
何
惜
八
千

銭
、
而
拘
人
於
吾
地
、
使
其
愁
苦
呻
吟
、
有
似
我
之
荼
毒
者
耶
。
然
所
以
欲
留
之

者
、
念
我
国
人
擾
彼
国
未
靖
也
。
帰
而
不
虞
、
何
如
勿
帰
。
少
待
之
、
須
送
琉
球
、

与
其
好
帰
、
令
而
父
母
妻
子
恩
我
也
」。
癸
亥
春
、
命
畜
髪
、
為
帰
計
。
癸
亥
秋
、

髪
尚
短
、
即
懇
求
附
倭
子
船
回
、
住
持
甚
慮
船
人
不
妥
旦
殃
及
、
弗
之
許
。
甲
子

秋
、
有
漳
州
通
蕃
舶
至
、
復
乞
帰
、
復
以
船
人
不
妥
見
慮
、
属
之
覓
、
漳
人
乃
素
来

販
者
、
知
其
無
害
、
欣
然
許
之
。
置
酒
志
別
、
榕
遂
解
脱
、
離
倭
境
、
乗
漳
人
張
姓

者
之
船
帰
焉
。
計
開
船
時
、
九
月
二
十
一
日
、
到
月
港
則
十
月
二
十
日
也
。
具
状
上

中
丞
南
溟（汪
道
昆
（

汪
公
。
学
憲
鳳
阿
姜（姜
公寶（憐
其
状
、
准
照
旧
補
充
廩
生
、
復
得
与
衣
冠
之
会

矣
。
今
幸
就
微
程
感
恩
作
養
、
恭
承
顧
問
、
故
具
生
還
之
由
而
紀
倭
中
睹
記
之
畧
于

左
。

　
　
　
計
開

夫
日
本
、
東
南
夷
也
、
都
大
倭
之
地
、
又
謂
之
倭
。
有
七
道
六
十
六
州
、
皆
以
州
統

郡
。
州
郡
之
長
、
皆
以
世
相
継
、
非
以
徳
舉
、
非
以
言
揚
。
大
都
以
武
勇
校
算
為

高
、
而
誦
詩
読
書
之
務
、
則
見
以
為
迂
遠
而
不
切
於
事
情
。
其
知
吾
儒
書
者
、
乃

属
之
治
仏
書
之
僧
。
僧
之
文
学
、
冠
一
寺
冠
者
則
為
一
寺
之
主
持
、
所
以
選
択

而
便
之
、
則
皆
裁
於
州
郡
之
長
。
其
農
工
商
賈
之
子
、
恒
為
農
工
商
賈
、
亦
各
有

定
業
。
其
来
寇
、
俱
係
西
海
道
肥
前
州
、
肥
後
州
、
豊
前
州
、
豊
後
州
、
石
見

州
、
薩
摩
州
、
日
向
州
、
大
隅
州
之
人
、
蓋
西
海
去
彼
王
之
畿
、
関
東
道
遠
且
四

十
余
日
、
至
吾
之
地
、
可
六
七
昼
夜
到
也
。
其
人
多
是
海
辺
販
閲
者
、
市
廛
貧
惰

無
頼
者
、
力
農
圃
之
夫
、
与
夫
有
田
産
之
豪
、
亦
皆
奉
公
守
法
不
盗
為
也
。
大
抵

土
瘠
人
貧
、
性
且
狡
詐
、
易
於
為
盗
要
之
引
誘
、
嚮
導
之
罪
、
則
有
在
此
不
在
彼

者
矣
。
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）
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建
本
「
使
」。
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夫
尊
卑
貴
賤
之
相
臨
、
亦
有
礼
法
以
相
守
。
如
芸
夫
、
牧
竪
与
盛
服
佩
剣
者
、
途
遘

卒
遇
也
、
則
匍
伏
於
傍
俟
、
其
過
而
後
起
。
如
位
分
相
敵
者
遇
彼
此
、
俱
稍
屈
其

腰
、
両
手
合
掌
至
臍
下
以
為
揖
礼
。
如
位
分
一
尊
一
卑
者
、
遇
卑
者
則
去
其
頭
上

之
笠
、
脱
其
足
下
之
屨
、
俱
執
之
手
稍
屈
其
腰
、
遑
遑
然
走
尊
者
之
傍
而
過
、
不

敢
与
抗
。
礼
尊
者
従
中
行
、
稍
屈
其
腰
、
合
掌
至
臍
下
以
相
待
。
如
造
人
家
、
則

先
脱
屨
於
寮
前
、
卸
其
佩
刀
於
側
、
屈
膝
至
其
中
之
席
地
、
跪
伏
地
致
意
、
礼
畢

而
坐
、
則
茶
焉
。
至
於
有
所
争
也
、
理
之
曲
直
皆
聴
断
於
州
郡
之
長
、
無
竹
刑
鞭

笞
之
具
、
理
非
罪
重
者
殺
。
居
夷
時
見
有
頭
目
人
好
遊
蕩
、
置
之
僧
寺
、
三
個
月

禿
髪
駸
駸
長
、
亦
不
敢
擅
自
帰
沐
、
必
待
命
釈
之
而
後
帰
。
亦
曽
見
睹
博
撒
酒

人
、
而
戮
之
市
者
。
然
而
来
寇
不
禁
、
何
也
。
蓋
用
所
盗
之
物
帰
之
所
属
之
酋
、

有
利
矣
。
且
以
夷
寇
華
、
自
彼
視
之
不
啻
如
秦
越
人
之
視
肥
瘠
也
、
何
為
禁
之
哉
。

夫
男
女
之
生
孩
提
時
、
俱
留
其
髪
而
不
削
。
但
男
子
年
登
十
五
六
、
則
削
其
髪
而
鑷

之
、
存
鬢
辺
及
頭
後
髪
少
許
、
而
無
冠
冕
削
髪
則
為
成
人
矣
。
佩
長
短
二
刀
於

腰
、
出
入
不
離
、
非
徒
利
撃
刺
、
亦
以
示
観
美
。
多
有
貧
不
能
置
者
、
欲
出
則
従

人
仮
借
之
。
女
子
不
佩
刀
、
束
髪
於
頂
、
而
濃
其
鬢
、
無
首
飾
、
或
多
散
其
髪
而

不
束
、
蓬
蓬
然
垂
之
背
而
已
。
亦
脂
唇
粉
臉
、
但
必
欲
黒
染
其
歯
以
為
媚
焉
。
嫁

娶
都
憑
媒
、
富
厚
之
家
用
茶
餅
酒
礼
不
用
銭
財
、
亦
自
少
小
時
議
親
。
貧
賤
必
拘

銭
財
而
成
婚
、
随
其
人
之
醜
好
、
以
論
財
之
多
寡
。
其
未
許
嫁
之
処
子
、
人
猶
可

無
忌
之
。
一
有
定
偶
、
不
可
乱
、
乱
則
刀
刃
相
加
矣
。
若
夫
設
形
容
而
心
挑
目
招

者
、
則
酒
㡢
中
侍
児
之
奔
富
厚
者
也
。

夫
宮
室
以
安
身
也
。
其
式
則
雑
木
為
柱
、
員
竹
為
椽
、
覆
以
茅
茨
、
束
以
索
綯
、
鋪

地
上
以
薦
席
、
四
囲
剖
竹
牢
障
、
仍
編
茅
束
密
以
蔽
風
雨
。
牖
戸
出
入
以
席
為

門
、
或
上
蓋
以
檉
板
、
而
環
蔽
亦
以
檉
板
。
如
『
詩
』
所
謂
「
西
戎
之
俗
、
以
板

為
屋
」。
雖
倭
亦
有
之
、
大
抵
皆
簡
陋
卑
狭
而
非
広
廈
。
至
其
子
之
有
室
、
又
別

構
以
居
之
。
薩
摩
州
之
官
宇
頗
多
間
、
茅
寮
板
屋
、
俱
有
其
中
比
常
人
較
寛
大
、

無
儀
門
、
譙
楼
、
公
廨
、
閣
庫
之
制
、
亦
好
似
一
大
家
模
様
矣
。
独
有
福
昌
寺
之

仏
刹
、
高
棟
横
梁
、
崇
階
敞
殿
、
建
置
規
模
大
類
中
華
之
浮
屠
、
然
而
蓋
之
亦
以

板
非
陶
瓦
、
通
国
中
未
見
一
瓦
屋
也
。

夫
衣
服
以
蔽
体
也
。
布
帛
裁
幅
而
直
縫
、
短
其
袖
而
殺
腰
、
非
上
衣
下
裳
之
制
、
男

衣
短
、
才
至
膝
。
女
衣
長
、
曳
至
踵
、
俱
不
有
裙
褲
。
束
以
糸
辮
之
帯
、
或
以
色

絹
包
棉
紗
為
帯
、
而
束
之
。
但
女
衣
内
幅
布
横
囲
下
体
、
而
著
其
衣
。
出
遊
時
、

又
将
一
衣
従
頂
蓋
下
、
披
於
所
著
衣
上
。
男
子
用
花
布
制
一
長
絝
、
絡
於
衣
之

外
、
夏
亦
葛
、
冬
亦
裘
、
知
寒
暑
之
宜
。
若
短
衣
露
脛
而
禁
寒
者
、
則
習
俗
慣

也
。
凡
綾
緞
紬
絹
苧
葛
麻
枲
、
彼
地
所
出
、
中
国
所
至
者
、
各
随
家
之
貧
富
以
為

有
無
。
托
足
之
物
、
則
草
履
皮
屨
、
男
子
皆
用
之
、
而
冱
寒
之
時
女
亦
有
皮
屨

也
。

夫
飲
食
以
養
生
也
。
朝
饔
夕
飡
、
猶
古
之
風
。
用
方
盤
盛
食
物
、
左
飯
右
羹
、
前
蔬

碟
後
安
筯
置
之
、
席
地
上
坐
結
跏
趺
而
食
之
。
僧
斎
素
、
俗
茹
葷
、
僧
所
飯
者
、

米
也
、
栗
也
、
具
精
鑿
。
但
毎
食
菜
一
羹
、
飯
半
碗
、
人
定
其
分
、
外
無
所
加
。

酋
長
頭
目
之
家
飲
食
更
豊
厚
、
魚
羹
水
鳥
不
待
賈
而
足
。
平
等
之
人
将
穀
舂
簸

其
殻
、
去
三
四
、
即
竟
砕
舂
之
如
糠
、
然
乃
足
熱
水
於
鍋
、
放
下
糠
米
作
糜
。
凡

栗
、
麦
、
黍
、
稷
、
豆
、
芋
与
夫
糟
粕
曬
乾
、
雑
豆
米
炊
熟
、
皆
以
充
飢
。
飲
以

羹
、
遇
無
菜
時
、
多
以
苦
蓼
搗
汁
和
豆
醬
水
飲
者
。
若
大
会
賓
客
、
則
先
下
飯

食
、
半
進
酒
、
如
僧
命
行
童
、
俗
命
侍
女
、
捧
大
杯
跪
進
、
照
客
位
逓
勧
。
席
有

三
盤
、
盤
僅
四
五
品
、
索
面
饅
頭
、
彼
之
所
謂
大
会
矣
。

夫
地
之
産
載
物
類
多
矣
。
其
蔵
山
隠
海
之
霊
物
、
沈
沙
棲
陸
之
瑋
宝
、
固
未
之
聞
見

也
。
然
得
於
所
聞
而
遺
所
未
聞
、
得
於
所
見
而
遺
所
未
見
。
則
言
果
類
有
桃
、

李
、
梅
、
栗
、
梨
、
柿
、
橘
、
柚
、
楊
梅
也
。
花
類
有
蘭
、
萓
、
桂
、
菊
、
海

棠
、
芙
蓉
、
長
春
、
杜
鵑
、
山
茶
、
水
槿
也
。
木
類
有
松
、
栢
、
檉
、
楓
、
樟
、

（
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」。
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桑
、
楡
、
槐
、
柳
也
。
菜
類
有
冬
瓜
、
蘿
蔔
、
茄
子
、
菠
蔆
、
蔥
、
韭
、
薤
、

蒜
、
芛
、
蕨
、
姜
、
芹
也
。
禽
類
有
雞
、
鴨
、
鵝
、
雁
、
燕
、
鶯
、
鳩
、
鴉
、

鷹
、
鵲
、
鴎
、
鷺
、
鴛
鴦
、
鷓
鴣
也
。
獣
類
有
虎
、
鹿
、
牛
、
馬
、
貓
、
狸
、

犬
、
羊
、
豕
、
猴
、
兔
、
獺
也
。
魚
類
大
者
幾
百
斤
、
小
者
多
不
知
名
、
所
知
則

魦
、
鰻
、
鰕
、
鱉
、
蟳
、
蠏
、
螺
、
螯
耳
。
至
若
茶
、
塩
、
鉄
、
硝
之
類
、
在
処

有
之
、
即
装
載
往
来
不
禁
也
。

夫 

川
谷
異
制
、
古
記
之
矣
。
而
倭
有
七
道
、
京
畿
、
関
東
等
道
相
接
壌
。
独
西
海
道

遠
隔
一
海
、
又
在
倭
国
王
化
之
外
。
吾
名
倭
之
人
為
狄
、
倭
又
名
西
海
人
為
狄
。

是
地
無
甚
高
山
峻
坂
以
上
下
、
而
長
渓
小
澗
之
出
入
、
在
在
有
之
。
為
州
郡
大
去

処
、
亦
有
数
百
家
。
或
去
三
里
而
居
、
或
去
五
里
而
居
。
無
島
嶼
而
不
有
人
烟

也
。
海
水
色
黒
、
而
味
極
鹹
。
取
而
煮
之
。
即
成
塩
矣
。
鑿
井
而
飲
、
井
水
清

洌
。
地
常
震
。
一
年
経
有
四
五
次
。
時
有
水
面
石
頭
能
浮
、
謂
之
浮
石
。
有
松
下

砂
生
之
菰
、
謂
之
松
露
。
有
温
泉
甚
奇
、
在
薩
摩
州
之
属
地
。

夫 

四
民
業
已
聞
矣
。
農
則
山
田
種
栗
、
黍
、
稷
、
大
小
麦
。
水
田
種
稲
、
有
蚤
晩
、

粳
糯
之
分
。
耕
耘
収
斂
事
同
中
国
、
獲
負
之
、
帰
椎
谷
斗
量
、
褁
以
草
包
、
蔵
之

土
窖
、
而
輸
其
半
於
其
主
焉
。
工
芸
有
駕
屋
者
、
造
船
、
漆
器
具
者
、
鍛
刀
者
、

鋳
鍋
者
、
造
扇
者
、
造
筆
者
、
紙
者
、
染
色
、
塑
画
者
、
犁
、
鋤
、
斧
仍
有
鉄

匠
、
箱
櫥
、
桶
、
盤
各
有
木
工
。
数
項
中
之
頭
目
皆
受
田
於
州
郡
、
而
身
奉
公
者

也
。
商
賈
常
往
来
閩
、
広
、
球
、
趾
之
区
、
興
販
綿
布
、
糸
絮
、
砂
糖
、
瓷
器
、

蘇
木
、
胡
椒
、
沈
香
、
紅
花
、
靛
青
、
薬
材
、
脂
粉
、
針
剪
等
物
以
帰
。
利
市
則

不
啻
倍
息
、
折
閲
則
輒
起
盗
心
、
仮
生
理
而
作
非
為
者
、
其
商
賈
哉
。
若
捕
魚
煮

塩
、
乃
浜
海
居
人
之
生
計
。
若
供
蚕
績
、
縫
衣
裳
、
操
井
臼
、
亦
彼
中
婦
人
之
所

有
事
焉
者
也

夫 

倭
僧
有
曹
洞
宗
、
臨
済
宗
者
、
皆
批
緇
衣
之
制
、
与
中
国
同
、
有
田
産
、
不
自
服

力
。
蚤
朝
登
堂
、
奉
経
畢
而
退
。
知
字
者
習
字
、
知
詩
者
読
詩
、
不
能
者
群
居
昼

寝
、
或
逐
市
閑
行
。
書
籍
僅
有
。
拠
所
見
、
有
『
五
経
』、『
四
書
』、『
性
理
』、

『
通
鑒
』、『
漢
書
』、『
三
国
志
』、『
韓
柳
欧
蘇
古
文
』、『
李
杜
詩
全
集
』、『
唐
賢

三
体
』、『
草
堂
詩
余
』、『
蒙
求
』、『
金
璧
』、『
日
記
故
事
』、『
事
林
広
記
』、『
列

伝
』
諸
書
。
但
俗
尚
在
詩
四
六
次
之
、
而
時
議
論
策
在
所
弗
識
。
故
聡
明
顓
攻
者

以
『
唐
賢
三
体
』
為
本
領
、
詩
韻
最
熟
、
稍
出
入
則
嗤
笑
矣
。
彼
頭
目
之
子
、
有

従
之
問
字
学
書
者
。
至
於
人
喪
殯
忌
辰
、
多
請
之
作
功
果
。
亦
有
精
於
医
術
而
能

療
人
病
者
。
四
月
十
五
為
結
夏
日
、
則
閉
門
誦
経
。
七
月
十
五
為
解
夏
、
則
群
出

縦
遊
。
此
二
宗
之
僧
、
人
人
尊
重
之
。
有
一
様
僧
身
穿
玉
白
色
、
偕
削
髪
未
削
髪

之
尼
混
一
寺
而
居
、
名
為
道
塲
。
又
一
様
僧
、
背
負
仏
龕
徧
遊
六
十
六
州
、
到
一

州
則
収
買
其
州
人
所
写
法
華
経
一
部
、
其
経
紙
長
三
寸
、
細
書
捲
之
、
可
両
指

囲
、
各
州
収
完
然
後
帰
。
臨
終
時
以
此
経
殉
也
。
道
塲
之
僧
、
人
所
軽
視
、
乃
収

経
者
其
似
遊
方
化
縁
之
流
与
。

夫 

倭
居
海
島
、
地
属
東
南
。
春
発
梅
花
、
冬
存
緑
葉
、
四
時
之
気
大
与
甌
越
閩
広
相

通
。
然
而
颶
風
烈
烈
、
則
時
時
有
之
。
若
雨
雪
紛
紛
即
淹
、
三
年
而
未
一
覩
也
。

霜
寒
亦
凝
、
水
不
甚
氷
、
夏
月
恒
旱
乾
、
禱
雨
於
霊
感
観
音
寺
、
有
応
哉
。
至
其

歳
時
伏
臘
之
礼
、
則
又
窃
聞
中
華
之
風
声
、
而
自
為
外
夷
之
習
俗
者
也
。
正
月
賀

年
、
多
以
酒
矣
。
而
上
元
、
罕
灯
燭
之
張
。
清
明
奠
墓
、
止
用
茶
矣
。
而
中
元
盛

蘭
盆
之
会
。
端
午
包
角
黍
懸
艾
以
避
邪
、
而
鬬
舟
之
戯
弗
見
也
。
七
夕
食
桃
仁
、

穿
針
以
乞
巧
、
而
淘
井
之
事
兼
行
也
。
時
值
中
秋
、
乃
剖
瓜
蒸
芋
以
献
明
月
。
節

臨
重
九
、
亦
嚼
萸
酌
酒
以
対
黄
花
。
当
三
伏
之
辰
、
則
尽
日
不
理
他
事
。
逢
庚
申

之
夜
、
則
焚
香
直
守
黎
明
。
冬
至
、
作
糍
餅
以
持
贈
下
戸
。
寂
寥
除
夕
、
燎
柴
竹

以
為
光
、
大
家
欣
慶
。

夫 
飽
煖
逸
居
之
徒
、
毎
従
雑
劇
、
声
伎
之
楽
演
者
、
吾
謂
戯
矣
、
彼
不
謂
戯
而
曰

能
。
唱
者
、
吾
謂
曲
矣
、
彼
不
謂
曲
而
曰
歌
。
元
正
之
時
、
名
為
楽
戸
数
人
撃
鼓

敲
板
、
沿
門
口
誦
「
万
歳
楽
、
万
歳
楽
」、
連
数
十
声
不
置
、
賞
之
酒
餅
銭
米
以

去
。
七
月
、
童
子
数
十
人
、
身
穿
雑
色
鮮
衣
、
頭
簪
紙
剪
綵
花
、
背
後
挿
一
長
大

掌
扇
、
懸
小
鼓
於
胸
前
、
両
手
従
旁
撃
之
、
笑
呌
、
跳
躑
、
後
先
追
随
、
月
朔
至
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月
終
罷
也
。
出
有
入
無
、
吐
丸
穿
鼻
者
、
則
謂
法
家
。
刻
木
穿
糸
、
手
提
口
唱

者
、
亦
謂
傀
儡
。
瞽
子
撥
琵
琶
以
説
故
事
。
酋
豪
市
儈
則
能
弾
二
弦
四
弦
之
声

焉
。
好
双
陸
、
善
囲
棋
、
賭
拳
争
采
、
蒱
搏
大
呼
、
一
擲
而
決
成
敗
於
須
臾
者
、

倭
豈
少
斯
人
哉
。

夫
書
契
之
興
、
倭
所
従
来
久
矣
。
有
『
和
漢
合
暦
』、
和
者
倭
也
、
漢
謂
中
国
也
、

合
暦
謂
暦
之
歳
次
。
某
甲
子
是
和
某
代
某
年
、
漢
某
代
某
年
、
合
而
記
之
。
如
榕

壬
戌
歳
到
倭
、
見
暦
所
記
者
日
本
天
禄
七
年
、
大
明
嘉
靖
四
十
一
年
也
。
自
唐
虞

三
代
遠
者
無
論
、
即
漢
以
下
至
大
明
、
其
中
帝
号
年
号
俱
不
爽
、
但
記
年
而
不
記

事
。
有
御
成
敗
式
目
者
、
即
其
中
之
所
定
律
令
也
。
有
『
太
平
記
』
者
、
為
冊
四

十
本
、
乃
記
中
国
及
琉
球
、
朝
鮮
、
交
趾
、
暹
羅
時
事
。
如
載
唐
明
皇
寵
楊
貴
妃

始
末
至
死
於
馬
嵬
止
、
乃
中
国
一
事
。
有
三
重
韻
、
詩
韻
平
上
去
入
声
、
彼
以
平

上
去
三
声
彙
為
三
重
、
其
刻
板
之
式
如

　
　
一
東
　
　
　
　
　
　
　
　
一
董
　
　
　
　
　
　
　
一
送

東
震
方

也

凍
夏
大
雨

沾
潰
貌
蝀
蝀也
董
督也
蝀
蝀也
懂
懂也
送
遣也
凇
凇也
鳳
鳳也

上
重
橫
列
東
韻
、
中
重
橫
列
董
韻
、
下
重
橫
列
送
韻
、
字
尽
則
列
二
冬
二
腫
二
宋

如
前
式
。
平
声
韻
三
十
、
上
声
韻
二
十
九
、
去
声
韻
二
十
九
、
故
配
為
三
重
、
而

入
声
韻
十
七
則
另
附
後
焉
。
倭
中
自
制
四
十
八
字
、
皆
與
彼
音
域
語
相
近
、
全
憑

此
数
字
而
切
音
中
國
之
字
、
詩
文
不
用
、
俗
之
書
札
、
契
券
多
用
也
。

夫
倭
俗
相
伝
、
秦
時
徐
福
齎
童
男
童
女
入
海
求
神
仙
無
験
、
遂
逃
之
倭
不
帰
、
今
其

国
之
熊
野
神
而
人
極
崇
祀
者
、
即
徐
福
云
。
嘗
観
其
『
太
平
記
』、
見
倭
於
漢
時

多
来
朝
、
歴
魏
晋
宋
隋
皆
入
貢
、
唐
時
太
宗
征
伐
四
夷
而
日
本
長
服
、
朝
貢
不

断
。
嘗
有
僧
往
浙
之
四
明
学
文
、
如
「
日
東
病
僧
」、「
奉
秘
書
監
還
日
本
」
唐
人

俱
有
詩
至
今
。
猶
知
有
唐
、
故
謂
大
明
人
為
唐
人
也
。
元
時
日
本
不
朝
、
乃
発
七

十
万
艘
以
征
之
、
将
至
其
国
、
忽
大
風
起
、
飄
溺
人
死
、
後
止
得
一
艘
回
者
。
洪

武
初
、
日
本
曽
以
倭
刀
及
扇
進
貢
而
許
之
、
但
輒
入
輒
殺
掠
人
、
永
楽
年
悪
其
狡

詐
恐
窺
中
国
虚
実
、
遂
絶
其
貢
。
昔
時
入
貢
使
者
有
詩
曰
「
国
匪
中
原
国
、
人
同

上
土
人
、
衣
冠
唐
制
度
、
礼
楽
漢
君
臣
、
銀
甕
篘
新
酒
、
金
刀
切
網
鱗
、
年
年
二

三
月
、
桃
李
一
般
春
」。
其
言
信
不
誣
矣
、
然
所
謂
衣
冠
唐
制
度
者
、
或
昔
是
而

今
非
、
或
京
畿
等
道
猶
然
、
而
西
海
之
狄
未
必
然
、
又
未
可
知
也
。

夫
莊
舄
仕
楚
猶
聞
越
吟
、
以
孤
身
而
覊
海
外
、
誠
不
能
忘
父
母
兄
弟
妻
子
之
思
矣
。

故
庚
申
守
夜
、
因
倭
之
俗
焚
香
致
祝
。
情
見
乎
詞
云
「
父
兮
父
兮
在
高
堂
、
憔
悴

將
教
兩
鬢
霜
、
臨
老
不
堪
経
世
乱
、
避
時
何
計
度
年
荒
、
遥
念
着
、
便
心
傷
、
陟

巔
欲
展
瞻
雲
眼
、
満
頃
煙
波
又
渺
茫
、
今
宵
誠
信
禱
穹
蒼
、
炷
此
香
、
惟
願
椿
庭

福
寿
康
、
母
兮
母
兮
棄
子
亡
、
誰
知
子
亦
罹
扶
桑
、
生
前
未
獲
千
鐘
養
、
死
後
才

丁
半
載
喪
、
心
席
折
涙
波
汪
罔
、
極
慈
恩
、
無
以
報
、
終
天
抱
恨
豈
能
忘
、
今
宵

誠
信
禱
穹
蒼
、
炷
此
香
、
惟
願
萱
闈
登
福
堂
、
儂
兮
儂
兮
細
自
量
、
曽
従
少
小
業

文
章
、
人
称
邁
跡
由
鉛
槧
、
誰
擬
髠
頭
伏
劒
鋩
、
到
此
際
、
好
恓
惶
、
詩
書
拋
却

干
戈
後
、
蕞
爾
蜉
蝣
寄
薩
陽
。
今
宵
誠
信
禱
穹
蒼
、
炷
此
香
、
惟
願
萍
蹤
帰
故

郷
、
弟
兮
弟
兮
総
未
剛
、
時
逢
兵
燹
日
奔
忙
、
母
方
死
別
帰
冥
壌
、
兄
又
生
離
入

虜
疆
、
不
相
見
、
若
参
商
、
鶺
鴒
原
上
飛
鳴
急
、
鴻
雁
天
辺
怨
涙
長
。
今
宵
誠
信

禱
穹
蒼
、
炷
此
香
、
惟
願
棠
華
奕
葉
芳
、
妻
兮
妻
兮
士
女
行
、
想
経
喪
乱
亦
啷

噹
、
寄
生
縦
此
塵
棲
弱
、
継
世
還
期
鳳
卜
昌
、
従
別
後
、
莫
相
将
、
幾
回
明
月
清

風
夜
、
不
聴
猿
声
亦
断
腸
。
今
宵
誠
信
禱
穹
蒼
、
炷
此
香
、
惟
願
糟
糠
不
下
堂
、

子
兮
子
兮
命
不
良
、
生
来
襁
褓
際
兵
槍
、
二
旬
得
汝
才
二
歳
、
一
別
如
今
各
一

方
、
恩
愛
刃
、
割
愁
腸
、
帯
草
春
窗
留
素
業
、
機
辺
夜
雨
伴
昏
黄
。
今
宵
誠
信
禱

（
1（
（

（
1（
（

（
1（
（

（
1（
（

（
1（
（

（
12
）
福
建
本
「
倭
中
豈
少
斯
人
哉
」。

（
13
）
福
建
本
「
畏
」。

（
14
）
福
建
本
「
細
」。

（
15
）
福
建
本
「
万
」。

（
16
）
福
建
本
「
比
」。
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穹
蒼
、
炷
此
香
、
惟
願
男
児
当
自
強
、
心
香
炷
罷
立
迴
廊
、
驟
過
瀟
瀟
雨
一
行
、

天
似
有
情
天
亦
惨
、
為
予
流
涙
到
予
傍
、
雨
漸
歇
、
月
仍
光
、
寒
風
颯
颯
透
紗

窓
、
和
衣
聊
仮
寐
魂
夢
、
即
還
郷
、
正
敘
人
間
離
別
苦
、
寺
僧
又
把
暁
鐘
妨
」。

時
歳
癸
亥
書
於
倭
之
南
林
寺
、
而
僧
亦
有
為
之
和
者
。

凡
此
皆
述
其
畧
也
。
為
其
境
俗
性
智
之
優
薄
、
地
産
物
生
之
区
品
、
山
渓
道
途
之
険

易
、
気
候
涼
暑
之
通
隔
、
器
用
居
養
之
精
粗
、
内
外
職
事
之
勤
寙
、
点
画
声
韻
之

異
同
、
讌
謔
蹋
鞠
之
瑣
細
、
有
知
有
不
知
、
有
記
有
不
記
、
固
不
能
審
求
根
実
、

備
写
情
形
亦
非
敢
奇
譎
不
経
而
為
誣
異
之
説
、
謹
録
進
呈
、
冒
塵
台
鑒
、
榕
不
勝

感
激
戦
懼
之
至
。

附
記
日
本
夷
語

天
甸
尼

日
非
祿

月
都
急

風
亢
也

雲
姑
摸

雷
刊
眉

雪
又
幾

霜
審
摸

霧
幾
里

雨
下
米

起
風
亢
也
付
祿

下
雪
又
幾
付
祿

下
雨
下
米
付
祿

地
只
尼

土
卒
子

河
嗑
哇

海
惡
美

山
牙
馬
奴

水
民
足

路
密
止

石
依
石

沙
是
那

遠
它
加
撒

近
只
加

撒

長
拿
合
矢

短
密
矢

拿
矢

東
欣
加
矢

西
弭
矢

南
米
那
米

北
乞
它

春
法
盧

夏
拿
子

秋
了
幾

冬
付
由

昼
非
祿

夜
又
盧

時
吐
基

年
吐
矢

正
月
昌
哇

的

二
月
寧
哇

的

三
月
撒
哇

的

四
月
升
哇

的

五
月
午
哇

的

六

月
祿
谷

哇
的

七
月
式
至

哇
的

八
月
法
只

哇
的

九
月
苦
哇

的

十
月
周
哇

的

十
一
月
審
摸

都
急

十
二
月
失
哇

思

茶
嗏

花
画
拿

米
穀
米

樹
拿
急

松
馬
子

竹
撻
基

筍
撻
基

訥
柯

草
屈
撒

瓜
塢
利

菜
菜

梅
梅

香
柯

龍

撻
都

虎
它
喇

馬
吾
馬

牛
吾
矢

兔
吾
撒

基

豬
吾
哇

狗
依
奴

皮
嗑
哇

鼠
聶

貓
猫

魚
依
窩

蛇
密
密

猴
沙
魯

雀
孫
思
美

鳳
凰
夫窩

麒
麟
其粦

孔
雀
孔少

刀
刀

弓
由
迷

箭
牙

盤
八
只

船
分
尼

帶
文
比

畫
葉
裔  

書
付
美

筆
分
支

墨
思
米

硯
孫
思

里

紙
加

米

香
爐
柯爐

扇
昂
基

酒
鐘
撒
嗑

子
基

酒
沙
基

面
以
利

蒙
蒙  

飯
（
闕
（
頭
加
米

耳
眉

目
乜

眉
馬
首

口
屈

只
牙
花

鼻
花
拿

手
支

足
惡
矢

心
各
各
羅

身
度

鬚
欣
其

金
孔
加
尼

銀
尸
祿
加
尼

銅
合
加
加
尼  

鐵
谷
祿
祿

錫
錫

玉
衣
石

珠
達
馬

一
的
子

二
達
子

三
密
子

四
約
子

五
亦
卒
子

六
木
子

七
拿
拿
子

八
法
子

九
靠
靠
訥
子

十
（
闕
（

一
錢
亦
出
門
子

二
錢
尼
門
每

三
錢
衫
門
每

四
錢
升
門
每

五
錢
吾
門
每

六
錢
祿
谷
門
每

七
錢
式
只
門
每

八
錢
法
只
門
每

九

錢
苦
門
每

一
兩
周
門
每

看
密
止

起
去
榻
止
亦
急

起
來
榻
止

回
去
慢
多
羅

不
敢
揚
密
撒

曉
的
失
達
哇

不
曉
民納

失旦
∴
附
刻
舊
作
八
十
首
之
一

　
　
　
南
寺
餞
别

渉
世
看
君
倦
欲
還
、
行
廚
萍
聚
此
禅
関
。
水
澄
宦
況
逃
川
外
、
鳥
語
朋
情
覚
路

間
。
法
海
是
曽
遊
子
寺
、
月
峰
猶
未
到
来
山
。
堪
観
且
莫
愁
林
暝
、
別
後
応
知
但

夢
攀
。

右
海
国
生
還
集

大
坂
市
北
区
西
寺
町
寒
山
寺
細
野
南
岳
氏
所
蔵

昭
和
三
年
八
月
写
了

（
17
（

（
18
（

（
17
）
福
建
本
「
天
」。

（
18
）
福
建
本
「
了
」。


